
八
窓
庵
を
囲
む
緑
の
静
寂

札札
幌幌
にに
よよ
みみ
がが
ええ
っっ
たた
八八
窓窓
庵庵

都
心
に
あ
り
な
が
ら
豊
か
な
緑

に
囲
ま
れ
、
市
民
の
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
る
中
島
公
園
。
そ
の
中

に
あ
る
日
本
庭
園
で
は
、
深
い
木

立
に
包
ま
れ
、
ひ
っ
そ
り
と
立
つ

木
造
の
建
物
が
、
森
閑
と
し
た
雰

囲
気
を
さ
ら
に
引
き
立
た
せ
て
いしゃ

る
。
そ
の
建
物
が
八
窓
庵
（
旧
舎

な

い
ん
ぼ
う
せ
ん

那
院
忘
筌
）
と
呼
ば
れ
る
茶
室
で

あ
り
、
お
よ
そ
四
百
年
前
に
活
躍

し
た
大
名
茶
人
小
堀
遠
州
の
晩
年

の
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

も
と
も
と
、
八
窓
庵
は
遠
州
の

お
う

み

居
城
で
あ
っ
た
近
江
国
（
滋
賀

県
）
小
室
城
内
に
あ
っ
た
も
の
だ

が
、
流
転
の
末
、
遠
く
離
れ
た
札

幌
に
た
ど
り
着
く
こ
と
に
な
っ
た
。

発
端
は
、
天
明
八
年
（
一
七
八

八
）
に
小
堀
家
が
藩
財
政
の
悪
化

と
失
政
を
理
由
に
国
替
え
を
命
じ

ら
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
時
、

小
堀
家
に
代
々
伝
わ
る
貴
重
な
財

産
が
散
逸
し
て
し
ま
い
、
八
窓
庵

し
ゅ
ん
ぞ
う

も
滋
賀
県
の
長
浜
八
幡
宮
俊
蔵

い
ん院
へ
移
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
一
時
別
な
場
所
へ
、
さ

ら
に
明
治
初
頭
に
は
俊
蔵
院
の
学

頭
（
大
寺
院
で
学
事
を
統
括
す
る

所
）
で
あ
る
舎
那
院
へ
移
築
さ
れ

た
。
大
正
八
年
に
な
っ
て
、
そ
れ

を
言
論
人
で
も
あ
っ
た
実
業
家
の

も
ち

だ

き
ん

や

持
田
謹
也
氏
が
買
い
取
り
、
札
幌

の
自
宅
（
北
四
条
西
一
二
丁
目
）

へ
持
ち
帰
っ
た
の
で
あ
る
。

持
田
氏
は
千
葉
県
出
身
で
、
明

治
二
十
九
年
に
北
海
道
毎
日
新
聞

の
編
集
長
と
し
て
来
道
し
、
三
十

九
年
に
は
北
海
タ
イ
ム
ス
（
現
在

の
北
海
道
新
聞
）
の
編
集
長
、
さ

ら
に
は
取
締
役
と
な
っ
た
人
物
で

あ
る
。

ま
た
、
か
つ
て
中
島
公
園
に
あ

っ
た
競
馬
場
を
私
費
を
投
じ
て
改

修
し
た
り
、
日
本
競
馬
会
の
理
事

を
務
め
た
り
す
る
な
ど
、
競
馬
の

奨
励
に
も
力
を
入
れ
、
札
幌
競
馬

の
育
て
の
親
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
八
窓
庵
の
所
有
者
は

な
が
さ
わ
も
と
き
よ

持
田
氏
か
ら
実
業
家
の
長
沢
元
清

氏
に
変
わ
り
、
昭
和
四
十
六
年
に

は
長
沢
氏
か
ら
札
幌
市
に
寄
付
さ

れ
、
現
在
の
場
所
へ
移
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
移
築
の
際
は
、
建

物
ご
と
掘
り
起
し
、
巨
大
な
特
製

台
車
に
乗
せ
て
深
夜
に
六
時
間
か

け
て
運
ん
だ
と
い
う
。

こ
う
し
て
、
持
田
氏
に
と
っ
て

は
競
馬
の
思
い
出
の
地
で
も
あ
る

中
島
公
園
に
、
江
戸
時
代
初
期
の

貴
重
な
遺
構
が
よ
み
が
え
っ
た
の

で
あ
る
。

中中
島島
公公
園園
のの
日日
本本
庭庭
園園

八
窓
庵
が
立
つ
日
本
庭
園
も
趣

深
い
。
造
営
に
当
た
っ
て
は
北
海

道
の
山
野
の
色
を
念
頭
に
置
い
た

さ

る

と
い
う
。
庭
石
は
日
高
の
沙
流
川
、

む

胆
振
の
鵡
川
の
源
流
な
ど
か
ら
運

ん
だ
も
の
で
、
池
の
護
岸
に
は
セ

メ
ン
ト
を
一
切
使
わ
ず
、
古
来
の

名
園
を
参
考
に
石
と
丸
太
で
組
ま

れ
た
。
十
二
基
の
石
灯
ろ
う
は
京

都
の
老
舗
石
屋
が
全
国
各
地
の
名

だ
た
る
灯
ろ
う
の
形
を
そ
ろ
え
た

も
の
で
あ
る
。

日
本
庭
園
の
開
園
時
間＝

午
前
６

時
〜
午
後
７
時
（
４
月
下
旬
〜
１１

月
上
旬
）

八八窓窓庵庵とと小小堀堀遠遠州州

へんがく

▲正面に掲げられた扁額「忘筌」。筌とは竹を編
んで作った魚を捕る道具で、荘子の句で「魚を得
て筌を忘る」とある。理を悟って教えを忘れると
いう意味。遠州の直筆といわれている

―札幌に息づく大名茶人の遺産

▲茶室の内部（非公開）

▲八窓庵と白く光る露地
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